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積雪寒冷地における機械移植苗の簡易露地育苗に関する研究

第2報　簡易露地育苗の体系化について

小林　意雄・武田　敏昭
（福島県農試会津支場）

1　ま　え　が　き

発芽器やハウス等の施設を使用しない機枕移植苗の

＃地青首については，第1報においてその可能性を報

告した。今回は，その実用性を確立するため，育苗の

体系化について，2，5の試験を実施したので，その

概要を報告する。

2　試　．験　方　法

1青首法の概要

（1）畑苗代方式

床面を平にならし，充分清水した上に有孔ポリ（厚

さ0．05肋，孔径1，0風花，孔間隔10励）を敷き，その

上に定形の木枠をのせる。床土人，播種，覆土は一般

の稚苗の播種に準ずる。播種後はポリフイルムを平張

し，農ポリのトンネルで保温する。

（2）保折苗代方式

第　■1表　　区　の　構成

常法により，代かき，床上げした上に，有孔ポリ

（畑苗代に同じ）を敷き，床土は踏切港のドロ土又は

ふるった土を使用する。以後は畑苗代と同じ（平張は

使用しない）。

2　保温法に関する試験

（1）品種　農林21号

（2）播種期　昭和47年4月14日

（3）播種量　20D P（1マット当たり以下同じ）

（4）苗代方式　畑育代及び保温折衷育代

（5）区の構成　①平張②平張＋農ポリ③平張＋育苗

シート④平輩＋ライトロン

5　施肥法に関する試験

（1）晶毯　農林21号

（2）播種期　4月14日

（3）播毯量　120才

（4）苗代方式　畑苗代及保温折衷苗代

（5）区の構成　第1表

マ ッ ト内 施 肥 （ダ ） マ プ ト下 施 肥 （グ ）

N 追 肥 備　　　　　　　　　 考
封 P 2 0 5 Ⅹ 2 0 Ⅳ P 2 0 5 R 2 0

畑

慣　 行 1．5 2 ．0 2 ．0 4　0 9　 0 d　 O ト 当 た り ダ

半　 量 1．5 2 ．0 2 ．0 2　0 4　 5 5　 0

無 肥 料 1．5 2 ．0 2 ．0 0 ロ 0 1．0

保 折

倍　 量 4　0 1 0 0 ■　 4　 D 4　 0 1 0 0 4　 0 匡 た ＿り タ ね 闇 用

l マ プ ト当 た り

慣　 行 2　0 5　0 2　 0 2　 0 5　 0 2　 0

半　 量 1 8 2　5 1 0 1 0 2　 5 1 0

無 肥 料 1．5 2　0 2 ．0 0 0 0 1．0

4　保温折衷苗代方式による水管理試験

（1）品種　農林21号

（2）播種期　5月29日

（3）播種量　128㌢

（4）区の構成　①無湛水◎マット下湛水

（診マプト上湛水

5　播種量に関する試験

（1）品種　トヨニシキ

（2）播種期　4月25日

（3）苗代方式　畑育代

（4J　区の構成　0200才0150才0120ダ0100才

d　露地出芽と発芽器出芽の苗質

（1）品種　ササニシキ

（2）播種期　4月19日

（3）苗代方式　畑苗代

（4）播種量　0200才0120才
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（5）区の構成　①発芽器出芽②発芽器＋ハウス緑化　　　露地青首は，出芽の安定，高苛立歩合の確保が最も

③蕗地出芽

4　試　験　結　果

1　保温法に関する試験

畑

4．1516171819 4．1516171819月・日

第1図　被覆法と保温効果（日平均床内気温）

第　2表　　保温法　と百貨（20日首）

重要と考えられるので，保温法について検討した。そ

の結果は第1乳　第2表のとおりである。出芽までの

床内気温は，最高温度は光線透過率の高い農ポリが高

く，最低温度はライトロンが他区より0．5～1．0℃高

めに推移した。平均温度は，農ポリが高くこの傾向は

畑，保折同様であった。

次に苫質についてみると，保温効果の高い農ポリ被

覆が出芽率，菓数．充実度，枚数，発根力等で勝り，

保温効果が高く初期生育が旺盛となり，その後の生育

も順調であることが認められた。

本年実施した霞地育苗試験22の例から，出芽ぞろ

いに要する温度を検討した。その結果，出芽ぞろいに

要する床内日平均積算気温は，7鼠1士5．1℃（C V…

ム5）と推定され，その日数は4月上旬で5～8日，

中旬で4～5日，下旬で4日程度と考えられる。

出 芽 率 菓　 数 草　 丈
同 左

C V
乾 物 重 充 実 度 枚　 数

発 振 力

（枚 数 ×振 長 ）

畑

平　　　　　 張

　 ％

9 2 ．0 2 ．8

　 C 罪

1 2 ．5

　 ％

1 0 ．4

　 チ

1．2 1 鼠 7

本

8 ．5 2 ．5

平 張 十 歳　 ポ リ 9 7 5 2 ．9 1 1．1 鼠 8 1．2 5 1 1．5 7 9 2 ．8

ク　 ＋ 青 首 シー ト 9 ヱ 0 2 ．6 1 2 ．7 1 4 ．6 1．5 0 1 0，2 ス 0 5．4

ク　 ＋ ライ トロン 9 0 ．0 2 ．6 1 4 ．0 父 5 1．1 8 8 ．4 ヱ 2 2 ．7

保 折

平　　　　　　 張 9 8 ．5 2 ．7 1 2 ．1 1 2 ．1 1．0 1 8 ．5 8 ．5 1．9

平 張 十 島　 ポ リ 9 4 ．0 2 ．8 1 1．9 1 2 ．0 0．9 8 8 ．2 8 ．7 2 ．2

ク　 ＋ 青 首 シー ト 8 鼠0 2 ，5 1 0．2 1 5 ．4 0 ．9 5 9 1 ‘．4 1．2

ク　 ＋ ライ トロ∵／ 9 2 ．5 2 ．1 1 0．5 1 0．7 0．9 2 8 ．9 8 ．8 1．5

2　施肥法に関する試験　　　　　　　　　　　　　　　適正な施肥法を知るため，マット下の施肥法について

稚苗育苗に関する施肥は，臨地育苗においても，椎　　検討したのが馳5表である。

苫慣行のマット内施肥で充分と考えられるが，中菌の

第　5表　　施肥法と苗質（55日常）

葉　 数
同 左

C V
草　 丈

同 左

C V

乾 物 重 （ダ）

充 実度 Ⅳ幾 度

発 根 力

（枚 数 ×板 長 ）地 上 部 地 下 部

畑

慣　　　 行 5．9

一′

ス9

　 C；形

2 0，1

　 ′′

1 4．7 5．5 4 0．8 4 1 6．8

　 ％

5．7 8 5，0

半　　　 量 4．2 8．2 1 8．9 1 1．5 5．4 8 0．8 2 1 8．5 5．1 8 2．4

無　 肥　 料 5．8 ス8 1 5．8 1 1．5 5．0 4 0．1 0 1 鼠2 2．5 5 1．1

保　 折

倍　　　 量 5．4 9 1 1 8．8 1 7 5 2 ．7 4 0．4 2 1 8．5 5．1 9 2．1

慣　　　 行 5．8 8．1 1 7 2 1 4．8 5．1 8 0，6 0 1 8．5 5．0 0 2．9

半　　　 量 5．4 ‘．5 1 6．7 1 1．8 5．2 2 0．d O 1 鼠5 5．4 5 2．5

無　 肥　 料 5．0 1 1，7 1 5．0 1 8．4 2．5 0 0．8 4 1 ヱ7 2．1 0 2．4
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畑首代についてみると，半量区が葉数，乾物重で勝　　の床下施肥は慣行苗代肥料の半量程度が適当と考えら

り，床下無肥料区は20日以後生育が停滞し，葉色が

黄化した○保折については，葉数，草丈は慣行区が高

く，乾物重，枚数，充実度は半量区が高い。床下無肥

料は後半生育の停滞が目立ち，葉色も黄化した。倍量

区は特に地下部の生育が劣る。以上の結果から，中背

第4表　　水管理条件と苫質（17日商）

れる。

5　保折苗代方式による水管理試験

保折方式における出芽以後の水管理について検討し

たが，その結果は第4表のとおりである。

乗　　 数 草　　 丈 同 左 C V 枚　　 数 乾 物　 重 充　 実 度 乾 物　 率
移 植 時

損 傷 昔

無　　 湛　　 水
5．1

C：詔 ％

6．7

牙

ス　4

％ ％

1 5．4 1 5．5 1．1 4 1 5．2 5．5

マ ッ ト下 部 湛 水 5．2 1 7 4 1 8．7 ス　4 1．2 8 ス　4 1 1．5 2．0

マ ッ ト上 部 湛 水 5．2 1 7 5 1 1．0 7　4 1．2 5 ス 1 1 1，4 8．7

高温時の青首のため了7日で，5薫，15－17C節の

草丈となった。水管理条件による苗質を検討すると，

無湛水区は水分不足のため，生育が押倒され，マット

上部湛水区は，初期において菓身が細く，軟弱徒長気

味の生育となった。常時マット下部まで湛水したもの

は，葉数，草丈，発根力で勝る結果となった。この結

果から，保折方式における水管理は，出芽後は常時床

第　5蓑　　播種量と苗質（55日苗）

面（マット下部）まで湛水し，移植前5日程度から落

水して，マットをかためることが必要と考えられる。

4　播種量に関する試験

中宙の適正な播種量を把握するため，播種量につい

て検討したがその結果は第5表のとおりである。

播種量が少なくなると集数は増加し，乾物重，発根

i菓 数 同　 左

C V
草　 丈 同　 左

C V
乾物重 充実度

1株本数

5 ．4

　 ■′

2 0 ．8

C j好

1 5 ．4

％

4 ．8

　 ダ

1．9 8 1 2 ．9 1 4 ．4 5 ．8

5 ．5 1 8 ．8 1 4 ．2 a D 2 ．1 8 1 5 ．4 1 5 ．8 5 ．8

5 ．5 4 ．9 1 5 ．4 1 1．4 2 ．5 7 1 8 ．7 2 5 ．7 4 ．6

5 ．8 8 ．6 1 4 ．2 1 5 ．1 5 ．1 7 2 2 ．5 5 4 ．9 4 ．4

力で勝る傾向を示す。以上の結果から，播種量の減少

により．良苛化の傾向が認められ，また，放扱適応性

についても，100才程度までは調整可能であるので，

中首の播踵量は100～120㌢と考えられる。

5　宮地出芽と発芽器出芽の苗質

機械移植首の露地育苗体系について種々検討してき

’たが，最後に露地出芽と発芽器出芽の酋質について検

討した。第8表によれば，発芽器で出芽したものは，

出芽率が高く，個体間差もやや少ない。しかし，露地

出芽のものは，乗数，、枚数，乾物重，発根力で勝り，

首質的に優良と認められる。また，形態的にみると，

発芽器で出芽させたものは，第1，第2葉鞘長，第1，

第2菓身長が露地出芽より勝っているが，第5菓身長

は露地出芽が勝っている。このことから考えると，初

期生育は発芽器出芽が旺盛であるが，後半は露地出芽

のものが，環境の変化による生育の停滞もなく，順調

な生育を示すものと認められる。この懐向は200才の

20日乱120才の50日ともに同じである。
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第　8表　　露地出芽と発芽器出芽の酋質

播種 量
育 苗

日 数
出芽 率 菓　 数

同 左

C V
草　 丈

同 左

C V
乾 物重 封濃度

発 根 力

（棍長 ×枚 数）

露　 地　 出　 芽

才

2 0

％

2．6

％ e蔽 ％ タ ％

1 1．42 0 0 9 1．0 1 2．1 1 1．9 1 鼠5 1．5 8 2．9 1

発　 芽　 器　 出　 芽 2 D O 2 0 9 8．5 2．1 4，1 1 5．2 1 2．5 1．1 8 2．8 1 Z d

発 芽器十ハウス緑 化 2 0 0 2 0 9 5．5 2．1 5．7 1 1．4 1 2．8 1．1 1 － 鼠5

露　 地　 出　 芽 1 2 0 5 0 9 4 ．0 2 ．9 1 1．0 1 4．1 1 2．2 1．9 0 2．8 5 5 8．8

発　 芽　 器　 出　 芽 1 2 0 5 0 9 5，5 2 ．7 鼠5 1 2．9 ス5 1．4 0 1．9 8 1 又1

発 芽器＋ハウス緑 化 1 2 0 5 0 9 8．0 2．7 1 1．0 1 0．9 1 1．9 1．5 2 －
5 鼠4

4　　あ　と　が　き

覆地青首の青首体系について要約すると次のとおり

である。

1　首代方式は，畑苗代，保温折衷昔代方式ともに

可能であるが，苗質は畑苗が勝る。

2　低温時における出芽期間の保温法は，平張＋ト

ンネルの二重被覆として，トンネルの被覆資材として

は，光線透過率の高いものが望ましい0　また，出芽に

必要な床内日平均積算気温は7鼠1±5．1℃と推定さ

れる。

5　推古の施肥は，慣行稚苗の施肥法で支障ないと

考えられるが，中古育苗については，床下肥料として

慣行苗代肥料の半量程度の施用が必要である。

4　播種量は，育苗日数，機械適応性等から決定す

べきと考えられるが，中音では100～120gが実用的

と考えられる。

5　宮地と発芽器の出芽条件による苫質について検

討すると，露地出芽のものが菓数が増加し，窒素濃度

も高く充実した健苗となりやすい。

今回は，機械移植苗の霹地における育苗体系化につ

いて検討してきたが，作業方法，資材の陶発等につい

て，残された間鳥も多い。今後は，これらの点につい

てさらに検討を加え低コスト，健苗化の方向でより実

用的な青首法としたい。

水稲機械化移植に関する研究

第　2　報　　作季幅について

芳賀　静雄・青田　活・山崎　栄蔵・原田　康信
（山形県農試）

1　ま　え　が　き

作挙を決定すること，すなわち，移植時期の晩限や

移植適期を決定することは，安定した収量を確保する

ためにも重要であるとともに，経営的にも作業計画を

立てる上で重要なことである。

稚苗の機械植は新しい技術であるため従来の成首と

その生育相が異なり，稚苗の移植期の連れによる出穐

遅延は成育より大きいことが認められている。このこ

とは，稚苗が2．0～2．5葉と薫数の少ないもので移植

されるため，気温の影響が大きく関与すると予想され

たので，筆者らは，初期生育と気温の関連について検

討を加えたところ，出穂に対する分けつ初発生の影響

について知見を得たので報告する。

なお，本試験は44年から47年まで実施した。

2　試　験　方　法

1　供試品種　さわにしき

2　移植時期　5月10日，5月20日，5月50日

8月10日

5　昔の条件　紐首，2．0葉前後（20日～25日

酋）

4　施肥法（吻／a）窒素　元肥0．4＋早期追肥0．2

＋幼穂形成期0．2

5　移植方法　紐首を土付のまま1珠当たり4～8

本に切断したものを手植


